
伊勢崎市窓口整備計画

「誰もが便利に、楽に、分かりやすく、
安心して利用できる窓口」
の実現を目指して

【概要版】

令和６年２月
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１ 現状の課題

・必要な手続きがわからない

・どの紙に何を書くのかわからない

・何度も同じことを書く

・たらい回しにされる

・待ち時間が長い
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解決すべき課題

窓口の現状

混雑する市役所
様々な種類の申請書 書き方がわからない 手書きの申請書は

間違いやすい
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課題解決のためのイメージ図

案）総合窓口の設置、セルフサービスの拡充 等



総務省の掲げる自治体フロントヤード改革図

4（第14回デジタル田園都市国家構想実現会議 総務省提出資料「地域DXの推進に向けた取組について」より抜粋）



総合窓口
・転出入に伴う手続きを受付※１

・最終交付物等の受け渡し※２

※１ システムで必要な手続を判断し
て処理業務を判定する。
※２ 手続処理は各窓口所管課が担当

証明書交付

市民課

国保

年金
医療

コンビニ交付

自動交付機

稼働中の自動交付や
庁外交付へ誘導
＝窓口業務の削減
＝総窓受付業務へ
リソースを回す

総
合
窓
口
へ
集
約

セルフサービス
の利用を促進

※その他手続は現在と同様
各窓口主管課受付。

介護

書かない窓口
（MNカード、在留カード等の
OCR読み込みによる申請書作成）

転出入に関する手続 等

その他手続

現在 総合窓口実装

庁内

対人希望・外国人向け
申請書作成の簡易化

２ 課題解決に向けた整理
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転出入に関する手続 等

その他手続

転出入に関する手続 等

その他手続

転出入に関する手続 等

その他手続

転出入に関する手続 等

その他手続

子育て
支援



総合窓口

総合案内

来庁者

発送処理

交
付
物

交付物作成

交付物審査

終了

総合窓口又は窓口所管課の窓口への振り分け

総合窓口受付対象外
（窓口所管課へ直接案内）ライフイベント関連かつ複数手続が必要

(4) 代理受付
（窓口所管課手続）

あり

なし

事後交付

番号発券機

交付物処理

即時交付交付
方法

窓
口
所
管
課

異
動
・
交
付
処
理

来庁者窓口所管課へ案内

申請情報(2)入力照合
↓

(3)審査

即時交付物がある場合は、総合窓口で集約してお渡し。

(1)受付

お渡し

▼総合窓口

・ライフイベント（主に転出入）に
起因する複数手続の受付を担う

・複数手続の申請書作成を担う

・即時交付物が複数課ある場合は、
取りまとめの上お渡しする。

・各手続の処理は原課が行う

▽窓口所管課

・総合窓口で受け付けた手続きの
実際の処理を行う

・単独手続の場合は、
これまでと同様に各課で受付

・コンビニ交付
・自動交付機
・書かない窓口

コンシェルジュ
証明書発行

３ 想定される総合窓口のフロー
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総合窓口受付
→各課で事前設定済みの

質問の聞き取り、
システムへの入力を
職員が行う（１問１答）

職員に知識が無くても
システムが判断してくれる。

結果に基づき、
・必要な手続きを判定→手続を決定
・申請書を作成
・各手続担当課にはデータ共有（＝各課での並行処理が開始）

イメージ図

３ 想定される総合窓口のフロー
受付
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転入聞き取りメニュー どのような
ご用件ですか？

手続きについての質問

前の住所の市区町村で、オンライン転出届を

引っ越しを
しましたので…

○ はい
○ いいえ

本人確認書類についての質問

マイナンバーカードをお持ちですか？

○ はい
○ いいえ



履歴共有機能
→総合窓口受付後、

判定された手続関係課へ

システムにより
手続情報共有が可能
（共有方法はシステムに

よってそれぞれ）

各課での並行
処理が可能に
・各窓口へ案内する
ことになっても、
履歴共有により手続
きがスムーズに

窓口整備後は転入手続＝総合窓口
受付となり、受付、入力、審査が
別職員となる想定。そのため、並
行作業が可能となる。

３ 想定される総合窓口のフロー
代理受付（各課連携・受付）
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（R5.1 窓口利用体験調査報告書より）

【書かないワンストップ窓口】

総合窓口

市民課 国民健康保険課 子育て支援課

転入手続 国保加入手続 児童手当手続

受
付

審
査

確認・署名


